
身
近
な
地
域
か
ら
「
公
共
世
界
」
を
拓
く
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①
身
近
な
地
域
の
課
題
と
市
民
の
取
組
み

　
平
成
1
7
年
1
1
月
７
日
、
８
日
の

２
日
間
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区

の
パ
シ
フ
イ
コ
国
際
会
議
セ
ン
タ

ー
で
「
身
近
な
地
域
の
課
題
か
ら

『
新
し
い
公
共
』
を
拓
く
」
と
題

し
た
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。
初
日
の
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
横
浜

市
内
で
活
動
し
て
い
る
活
動
団
体

の
6
1
の
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
企
画
の
意
図
は
、
横
浜
市
内

の
様
々
な
分
野
の
市
民
の
活
動
を

で
き
る
だ
け
多
く
集
め
、
パ
ネ
ル

の
形
で
２
日
間
展
示
し
、
活
動
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

ま
た
、
市
民
の
活
動
の
展
開
の
プ

ロ
セ
ス
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
工
夫
や
課
題
を
共
有
し
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
、
ま
ず
、
３
つ
の

テ
ー
マ
①
「
生
活
と
福
祉
」
（
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
青
少
年
・
子

育
て
な
ど
）
、
②
「
身
近
な
ま
ち

づ
く
り
」
（
防
犯
・
防
災
、
住
環

境
な
ど
）
、
③
「
環
境
と
文
化
」

（
水
・
緑
、
歴
史
・
文
化
）
に
分

け
て
展
示
さ
れ
、
各
出
展
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
す
る
形

で
交
流
が
行
わ
れ
た
。
翌
日
は
、

「
地
域
課
題
へ
の
取
み
組
方
を
探

る
『
は
じ
ま
る
・
つ
な
が
る
・
協

働
す
る
』
と
題
し
、
市
民
の
活
動

の
発
展
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
「
地

域
へ
の
参
画
　
は
じ
め
の
一
歩
」

「
地
域
の
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
新
し
い
公
共
を
担
う
地
域
の
仕

組
み
」
の
３
つ
の
分
科
会
が
開
か

れ
た
。

　
こ
の
稿
は
、
市
民
の
活
動
が
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
成
長

し
、
今
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
活
動
が
、
横
浜
と
い
う
市
民

社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
公
共

性
を
獲
得
し
、
活
動
が
確
実
な
も

の
と
な
る
た
め
に
は
、
何
か
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
を
出
展
団
体

の
活
動
事
例
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科

会
で
の
議
論
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
の
有

志
が
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

１

地
域
の
課
題
に
敏
感
に

対
応
し
て
い
る
市
民
の
取
組

　
出
展
ポ
ス
タ
ー
は
、
6
1
点
、
活
動

団
体
と
し
て
は
5
8
団
体
の
参
加
で

あ
っ
た
。
市
民
の
活
動
団
体
の
中

で
も
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
平
日

の
２
日
間
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区

ま
で
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
で
き
る
団

体
は
、
相
当
余
力
の
あ
る
団
体
で

あ
る
。
ま
た
、
半
分
以
上
は
、
横

浜
市
と
の
協
働
事
業
を
行
っ
て
い

る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
つ
つ
、
出
展
団
体
の
活
動
内
容

か
ら
市
民
に
身
近
な
地
域
の
課
題

を
読
み
解
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

①
テ
ー
マ
・
生
活
と
福
祉

　
1
8
の
ポ
ス
タ
ー
が
出
展
さ
れ

た
。
活
動
の
対
象
別
で
は
、
乳
幼

児
の
子
育
て
期
の
母
親
の
活
動
、

青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
、
児
童

虐
待
へ
の
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
子
ど
も
・
青
少
年
期
が
ほ
と

ん
ど
を
占
め
た
。
と
く
に
、
障
害

を
も
つ
青
少
年
を
対
象
と
し
た
活

動
や
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
の
サ

ポ
ー
ト
、
相
談
活
動
へ
の
ニ
ー
ズ

が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
子
ど

も
が
、
生
ま
れ
、
育
ち
、
社
会
に

巣
立
つ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
極
め

て
多
様
化
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム

や
環
境
で
は
受
け
止
め
き
れ
な
い

中
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
機
敏
に
く
み

取
っ
て
い
る
、
と
考
え
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
方
で
、
成
人
・
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
た
め
の
活
動
の
出
展

は
少
な
く
「
横
浜
失
語
症
会
話
パ

ー
ト
ナ
ー
を
養
成
す
る
会
」
の
み

で
あ
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
地
域

の
中
か
ら
広
ま
っ
た
活
動
と
は
異

な
り
、
病
院
勤
務
の
言
語
聴
覚
士

の
職
員
が
、
言
語
障
害
と
い
う
も

の
へ
の
専
門
的
理
解
を
ペ
ー
ス
に

平
成
1
7
年
度
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
等
有
志

団
体
名

地
域
か
ら
築
く
「
新
し
い
公
共
」

《2》

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
Ｒ
Ｅ
機
構

あ
お
ば
子
育
て
ワ
ク
ワ
ク
会
議

親
が
め
会
議
（
す
く
す
く
か
め
っ
子
事
業
）

片
倉
う
さ
ぎ
山
公
園

　
　
　
　
　
あ
そ
び
場
管
理
運
営
委
員
会

Ｏ
ａ
ｆ
_
-
ｓ
ｔ
ａ
（
カ
フ
ェ
ス
タ
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｃ
Ａ
Ｐ
か
な
が
わ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
支
援
協
会

グ
リ
ー
ン
マ
マ

港
南
台
生
き
生
き
プ
レ
イ
パ
ー
ク

（
旧
：
こ
ど
も
の
生
き
生
き
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
塾
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
さ
な
ぎ
達

社
会
福
祉
法
人
　
た
す
け
あ
い
ゆ
い

　
　
　
　
　
∧
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｖ

社
会
福
祉
法
人
　
た
す
け
あ
い
ゆ
い

　
　
　
　
　
　
　
∧
ゆ
つ
た
り
さ
ぽ
ー
と
Ｖ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
苗
場
つ
ぼ
み
の
会

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
あ
お
ば

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
金
沢

南
区
子
育
て
の
場
　
運
営
委
員
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　
横
浜
移
動
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

横
浜
失
語
症
会
話

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
を
養
成
す
る
会

南
区
鶴
ヶ
丘
町
内
会
∧
防
災
Ｖ

南
区
鶴
ヶ
丘
町
内
会
∧
防
犯
Ｖ

く
ぬ
ぎ
台
団
地
自
治
会

生活と福祉 分野



始
め
た
活
動
で
あ
る
。
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
保
険
制
度
の
普
及
に
よ
り
一

定
程
度
行
き
わ
た
り
、
在
宅
で
の

生
活
が
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
資
産
管
理
や
鍵
の
管
理

の
問
題
、
ゴ
ミ
出
し
の
問
題
な
ど
、

生
活
そ
の
も
の
の
視
点
に
立
つ

と
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
の

み
で
は
対
応
し
え
な
い
問
題
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
が
最
善
な
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
ど
う
か
、
の
問
題
は
、

表
面
化
し
て
い
な
い
だ
け
に
、
な

お
見
つ
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
テ
ー
マ
・
身
近
な
ま
ち
づ
く
り

　
2
5
の
活
動
が
出
展
さ
れ
た
が
、

最
も
目
を
引
い
た
の
は
、
自
治

会
・
町
内
会
の
出
展
で
あ
る
。
空

き
巣
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め

の
防
犯
活
動
、
地
震
・
災
害
時
へ

備
え
た
防
災
活
動
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
よ
る
身
近
な
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
、
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
あ
る
い
は
よ
り
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
の
活
発
な
活

動
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
ま
で
、

自
治
会
・
町
内
会
の
活
動
は
、
市

の
協
働
事
業
提
案
制
度
等
に
は
参

加
が
少
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
展

さ
れ
た
自
治
会
活
動
に
は
、
地
域

の
生
活
に
密
着
し
た
明
確
な
テ
ー

マ
性
を
も
つ
た
活
動
が
多
か
っ
た
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
に
よ
れ

ば
、
市
政
へ
の
要
望
で
、
「
防
犯

対
策
」
は
３
年
連
続
で
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
お
り
、
２
位
は
、
「
地
震

な
ど
災
害
対
策
」
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
会
・
町
内
会
の
活
動
が
、
地

域
社
会
の
住
民
の
課
題
に
敏
感
に

対
応
し
た
実
質
的
な
活
動
と
な
る

こ
と
で
、
そ
の
公
益
性
を
印
象
づ

け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
中
間
支
援
組
織
も
、
確
実
に
充

実
・
拡
大
し
て
い
る
傾
向
か
あ

り
、
こ
の
中
の
約
半
数
は
、
全
市

を
対
象
と
し
て
い
る
中
間
支
援
団

体
で
あ
っ
た
。

③
テ
ー
マ
・
環
境
と
文
化

　
出
展
さ
れ
た
1
8
の
活
動
の
内
、

横
浜
の
身
近
な
自
然
環
境
で
あ
る

海
や
川
や
緑
地
の
保
全
の
活
動
が

大
多
数
で
あ
っ
た
が
、
「
G
3
0
、

ゴ
ミ
の
削
減
と
資
源
の
有
効
利

用
」
を
目
的
と
し
た
「
資
源
の
集

団
回
収
」
事
業
の
育
成
に
取
り
組

む
連
合
町
内
会
の
活
動
や
区
役
所

の
生
涯
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
二
つ

の
活
動
の
参
加
が
見
ら
れ
た
。
地

域
の
大
人
が
子
ど
も
を
学
校
と
と

も
に
見
守
り
、
育
て
る
「
学
校
参

画
の
会
」
、
団
塊
の
世
代
や
定
年

後
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
事
業
を
企
画

す
る
「
夢
コ
ミ
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
社
会
の

課
題
を
先
取
り
す
る
取
組
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
出
展
さ
れ
た
活
動
事
例

は
、
全
市
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
の

活
動
で
は
あ
る
が
、
地
域
社
会
の

課
題
に
敏
速
に
反
応
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

２

活
動
の
担
い
手
と

組
織
の
有
り
様

―
テ
ー
マ
と
地
域
の
融
合

　
横
浜
市
内
の
地
域
の
活
動
は
、

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
地
縁
の

組
織
と
福
祉
や
環
境
・
ま
ち
づ
く

り
等
テ
ー
マ
型
の
組
織
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
る
も
の
と
二
つ
の
種

類
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
関
係
は
、

地
域
ご
と
に
か
な
り
異
な
り
、
横

浜
の
地
域
社
会
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。
自
治
会
・
町
内
会
の
活
動

が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
地
域
が

あ
る
一
方
で
、
テ
ー
マ
型
活
動
が

数
も
多
く
、
活
発
な
地
域
も
あ
る
。

ま
た
、
活
動
エ
リ
ア
の
大
き
さ
も

様
々
だ
。
自
治
会
・
町
内
会
も
、

数
十
世
帯
か
ら
2
0
0
0
世
帯
に

及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
テ
ー

マ
型
活
動
の
中
に
は
、
乳
幼
児
の

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
に
、
小

地
域
で
活
動
し
て
い
る
も
の
と
、

環
境
活
動
の
よ
う
に
、
里
山
や
流

域
な
ど
を
単
位
と
し
た
広
範
囲
の

も
の
も
あ
る
。
横
浜
市
の
地
域
の

活
動
は
、
二
言
で
い
え
ば
、
「
重

層
構
造
」
を
成
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
ど
の
地
域
に
と
っ
て
も
「
地

域
」
と
「
テ
ー
マ
」
と
よ
ば
れ
て

い
る
こ
の
二
つ
の
関
係
の
融
合

は
、
大
き
な
活
力
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
今
回
、
展
示
さ
れ
た
活
動
の
中

に
は
、
自
治
会
・
町
内
会
が
テ
ー

マ
の
活
動
を
内
包
し
て
い
る
事
例

や
、
市
民
の
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
自
治
会
・
町
内
会
等
の
地
域
組

織
と
う
ま
く
つ
き
あ
い
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
、

相
互
乗
り
入
れ
し
て
い
る
状
況
が

見
ら
れ
た
。
横
浜
の
地
域
社
会
は
、

こ
う
し
た
異
質
の
集
団
が
関
係
す

る
中
で
、
地
域
の
ま
と
ま
り
が
形

成
さ
れ
、
成
熟
化
し
て
い
く
、
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
の
途
上
に
あ
る
、

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る

市
民
は
、
全
市
的
に
は
ど
の
よ
う

な
割
合
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
横
浜

市
民
意
識
調
査
（
平
成
1
7
年
）
か
ら

み
る
と
（
図
１
）
、
自
治
会
・
町
内

会
活
動
へ
の
参
加
者
が
最
も
多
く
、

2
1
・
0
％
で
あ
る
。
G
3
0
の
影
響

で
あ
ろ
う
か
、
「
資
源
回
収
ご
み

の
分
別
」
へ
の
参
加
は
、
1
4
年
の

前
回
調
査
時
よ
り
、
８
・
４
ポ
イ

ン
ト
も
増
え
1
7
％
と
な
っ
て
い

る
。
「
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福

祉
活
動
」
は
、
１
・
８
ポ
イ
ン
ト

増
で
４
・
９
％
、
防
犯
・
防
災
な

ど
地
域
の
安
全
活
動
も
１
・
０
ポ

イ
ン
ト
の
増
加
で
３
・
５
％
で
あ

る
。
人
口
の
１
％
は
、
３
・
６
万

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
参

加
者
の
増
加
に
は
、
目
を
み
は
る

も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
、
近
年
特
に
増
加
し
た
の

10■特集・地域から築く「新しい公共」

身近なまちづくり環境と文化

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
ｌ
Ｌ
ｏ
ｖ
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は
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
で

あ
る
（
表
１
）
。
平
成
1
8
年
１
月
現

在
、
神
奈
川
県
認
証
は
７
３
４
、
内

閣
府
認
証
で
主
た
る
事
務
所
が
横

浜
に
あ
る
法
人
は
6
7
で
、
計
８
０
１

に
の
ぼ
る
。
そ
の
分
野
別
内
訳
で
、

最
も
多
い
の
は
、
「
保
健
、
医
療

又
は
福
祉
」
の
活
動
で
2
3
％
、
つ

い
で
、
「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」

1
1
％
、
「
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る

活
動
」
1
0
％
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
地
縁
組
織
で
あ
る
自
治
会
・

町
内
会
の
加
入
率
は
、
昭
和
6
0
年

以
降
順
次
低
下
し
て
い
る
が
、
大

都
市
の
中
で
は
、
８
割
台
と
ま
だ

高
い
割
合
で
あ
る
（
図
２
）
。
横
浜

市
の
場
合
、
市
民
活
動
の
担
い
手

の
活
力
は
大
き
く
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
地
域
に
回
帰
す
る
団
塊
の
世

(横浜市民意識調査)図１　地域の活動への参加割合

代
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
人
材
に
恵
ま
れ
た
時

代
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

３

活
動
の
成
長
過
程
と

地
域
の
公
共
世
界

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
民

の
活
動
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
に
視

点
を
あ
て
た
。
現
在
、
公
共
―
公

共
サ
ー
ビ
ス
＝
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
と
い
う
図
式
で
、
横
浜
市

に
お
け
る
「
新
し
い
公
共
」
が
語

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
と
も

と
、
市
民
の
活
動
は
、
後
に
事
例

と
し
て
紹
介
す
る
よ
う
に
、
「
私
」

か
ら
出
発
し
、
あ
る
き
っ
か
け
を

得
て
、
市
民
と
し
て
の
発
意
と
な

り
、
地
域
社
会
の
中
で
仲
間
を
経

て
、
広
が
り
を
も
ち
、
地
域
に
根

付
い
た
も
の
と
な
る
。
地
域
の
中

の
理
解
や
信
頼
を
得
、
異
な
る
立

場
や
価
値
観
の
人
々
を
説
得
し
、

時
間
を
か
け
て
一
歩
、
一
歩
進
ん

で
い
く
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
か
な

り
の
時
間
を
要
し
、
多
く
の
蓄
積

を
積
ん
で
い
る
。
出
展
さ
れ
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
の
背
後
に
重
な
る
時

間
は
、
単
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
と
し
て
の
み
位
置
づ
け
る

と
、
見
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
し

ま
う
。
特
集
１
の
名
和
田
論
文
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
に

開
か
れ
た
「
公
共
の
場
」
と
し
て

機
能
し
て
い
る
側
面
も
大
き
い
。

い
わ
ば
、
ま
ち
へ
の
関
心
を
持
ち

続
け
、
地
域
の
関
係
性
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
、
努
力
や
楽
し
さ
の

側
面
を
抜
き
に
で
き
な
い
。
そ
の

広
が
り
方
は
、
水
平
型
ネ
ッ
ト
フ

ー
グ
で
あ
り
、
大
組
織
な
ど
の
縦

社
会
の
合
意
形
成
シ
ス
テ
ム
と

は
、
全
く
異
な
る
。

　
問
題
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
、

出
自
の
市
民
活
動
と
行
政
の
組
織

が
出
会
っ
た
時
で
あ
る
。
横
型
・

水
平
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
こ
に

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
時
間
の
蓄

積
は
、
縦
社
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

構
造
と
出
会
っ
た
瞬
間
に
、
変
質

を
迫
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
横
社

会
と
縦
社
会
の
双
方
を
複
眼
的
に

み
る
こ
と
の
で
き
る
「
中
間
」
的

な
翻
訳
機
能
や
協
働
の
仕
組
み
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
だ
が
、
市

民
活
動
は
、
行
政
と
関
わ
ら
ず
に

い
て
も
、
地
域
に
と
っ
て
十
分
公

表１　横浜市内の特定非営利活動法人の状況

共
的
存
在
で
あ
り
得
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
の
活
動

は
、
行
政
と
、
あ
る
時
は
対
立
し
、

あ
る
時
は
協
働
す
る
、
と
い
っ
た

局
面
を
も
つ
こ
と
で
、
健
全
に
発

展
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
こ
の
横
型
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
広
が
る
世
界
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
広
が

り
、
ど
の
よ
う
に
「
公
共
的
」
な

の
か
を
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し

て
考
え
て
み
た
。
「
新
し
い
公
共
」

論
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
か
ら
築

か
れ
た
公
共
世
界
へ
の
視
野
な
く

し
て
、
生
み
出
さ
れ
な
い
、
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
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図２　自治会・町内会の加入率の推移
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